
当日券入場料
¥100-割引

入浴料¥100-割引
※他の割引と併用はできません。 ※2025年12月29日まで有効

※2025年12月24日まで有効

こちらから
ご回答ください

アンケートにご協力ください！
ひろしま神楽定期公演では皆様のご意見やご感想を今後

の参考にさせていただくためにアンケートを実施して

おります。QRコードをスキャンし、アンケートへ

ご回答ください。ご協力よろしくお願いいたします。

禁止
事項

#hiroshimakaguraを付けてSNSに写真を投稿しよう！

●ビデオカメラ・フラッシュ・三脚・一脚を使用しての撮影
●撮影された画像・動画の営利目的での使用および2分以上の公開

以下の禁止事項を遵守し、周囲の方へご迷惑とならないようご配慮の上撮影をお願いいたします。

撮影について本日はご来場いただき、まことにありがとうございます。

当公演では、全てのお客様に気持ちよく安心して神楽を鑑賞していただくため、

下記のルールを設けています。ご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

（１）会場内での飲食は禁止とさせていただきます。飲食は禁止とさせていただきます。

（２）上演中の立ち歩きや大声での私語など他のお客様のご迷惑になる行為他のお客様のご迷惑になる行為はご遠慮下さい。

（３）お子様が舞台の前に出られると、演出等で危険な場合がございます。保護者の方

　  は、お子様から目を離さず、着席での鑑賞をお願いします。

（４）客席内すべてのお席で写真・動画撮影が撮影可能です。下記および右記のルール

　  を守って撮影してください。（マスコミ関係など主催者の許可を得ている場合を除く）

　  ※ビデオカメラなどを使用しての動画撮影やフラッシュ・三脚などを使用しての撮影は禁止※ビデオカメラなどを使用しての動画撮影やフラッシュ・三脚などを使用しての撮影は禁止

どうぞ、最後までごゆっくりお楽しみ下さい。

※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

助成：一般財団法人地域創造

スマートフォン・携帯電話を使用しての動画撮影が
可能です。ただし、インターネット・SNS 等で
合計2分以上公開することは禁止いたします。

6月24日

　中国山地のふもと、広島県山県郡北広島町。まさに「芸北神楽」の名に象徴される神楽どころです。

その北広島町豊平地域の一番南、広島市との境に「今吉田神楽団」はあります。

　今吉田神楽団は戦後、今吉田地区の若者の熱い想いで昭和２１年に創立された神楽団です。創立

当初は大朝地域から六調子の神楽を習得し、途中八調子を取り入れ現在に至っています。

　先人達が築きあげた伝統を守りながら、新しい風も受け大きく成長して行きたいと思います。

　本年は、神楽団創立80周年となります。秋祭りには例年とは少し違ったことも出来ればなと考えて

います。先人が創ってくれたこれまでの80年の歴史と、これから先の今吉田の神楽を団員みんなの力

で紡いで行ければと思います。

　引き続いて皆様のあたたかいご指導、ご声援をよろしくお願い致します。

　源義経（みなもとのよしつね）は平家一門を壇乃浦に追いつめ、平氏を滅ぼ

します。このとき平知盛（たいらのとももり）と能登守教経（のとのかみのりつね）は

海中に没しますが、知盛の霊魂は一族滅亡を受け入れられず、成仏せずに亡

霊となります。

　その後、源義経は兄 源頼朝（みなもとのよりとも）と不仲になり、武蔵坊弁慶

（むさしぼうべんけい）と静御前（しずかごぜん）を伴い都を逃れます。その道

中、摂州大物浦で平知盛の亡霊が現れ義経一行を悩ませますが、武蔵坊弁

慶の法力や静御前が信仰する石清水八幡の神徳によって、知盛の亡霊を退

散させます。

　義経は静御前に吉野の里に隠れるよう言い残し、武蔵坊弁慶と共に東国に

落ちていきます。

壇乃浦壇乃浦　　　　だんのうら　　　　だんのうら

今吉田神楽団【北広島町】
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